
MY
VISION

no. 63

Expert Opinions

About this Issue

筒井美紀
法政大学キャリアデザイン学部 教授

小杉礼子
労働政策研究・研修機構 研究顧問

三輪卓己
桃山学院大学経営学部 教授

藤原佳典
東京都健康長寿医療センター研究所 研究部長

内山泰伸
立教大学大学院人工知能科学研究科 研究科委員長・教授

柳川範之
NIRA総研 理事／東京大学大学院経済学研究科 教授

企画に当たって

識者に問う

各人の課題の違いに着目した
「人への投資」を

わたしの構想

政府が進める「人への投資」。
若者、中高年、高齢者などの年齢や、置かれている状況によって、課題はそれぞれ異なる。
どのようなニーズの違いがあるのか。効果的な政策は何か。
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「新しい資本主義」の実現を掲げる

政府は、そのカギとなる人への投資

を強化する方針を打ち出した。

「人への投資」と一言でいっても、

若者、中高年、高齢者などの年齢や、

置かれている状況によって、課題は

それぞれ異なるだろう。政策の効果

を高めるには、それぞれのニーズが

何かを見極め、きめ細やかに投資を

実行していく必要がある。

人により、どのようなニーズの違い

があるのか。効果的な政策は何か。

さまざまな年齢や状況の能力開発に

詳しい専門家に聞いた。

各人の課題の
違いに着目した
「人への投資」を



企
画
に
当
た
っ
て

A B O U T  T H I S  I S S U E

近
年
に
な
っ
て
、
人
材
投
資
の
重
要
性
が
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
展
や
Ａ
Ｉ
の
発
達
等
に
よ
っ
て
、
産
業

構
造
が
急
速
に
変
化
し
て
い
る
中
で
、
新
た
な
環
境
に
適
応
し
た
能
力
開
発
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
世
界
的
な
傾
向

だ
。
ま
た
、
日
本
経
済
の
長
引
く
低
成
長
と
い
う
環
境
下
に
お
い
て
、
日
本
企
業
が
能
力
開
発
に
時
間
や
労
力
を
割
け
な
か
っ
た
と
い
う

指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
日
本
政
府
も
「
人
へ
の
投
資
」
と
い
う
こ
と
で
、
人
材
投
資
を
促
進
す
る
よ
う
な
政
策
を
打

ち
出
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
人
へ
の
投
資
」、
つ
ま
り
人
材
投
資
と
い
っ
て
も
、
考
え
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
か
な
り
多
様
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化

に
適
応
し
て
、
例
え
ば
最
先
端
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
長
け
た
人
材
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
面
も
あ
る
が
、
一
方
で
非
正
規
雇
用
の
た

め
に
能
力
を
開
発
す
る
機
会
が
得
ら
れ
な
い
人
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
面
も
あ
る
。
同
じ
く
「
人
材
育
成
」
と
い
っ

て
も
、
両
者
で
求
め
ら
れ
る
も
の
は
ず
い
ぶ
ん
異
な
る
。
ま
た
、
中
高
年
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
の
能
力

開
発
も
近
年
そ
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
求
め
ら
れ
て
い
る
人
材
投
資
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
非
正
規
雇
用
へ
の
対
応
と

も
異
な
る
も
の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
環
境
に
よ
っ
て
、
一
言
で
人
材
投
資
と
い
っ
て
も
求
め
ら
れ
る
も
の
は
変

わ
っ
て
く
る
た
め
、
政
策
を
考
え
る
際
に
は
、
か
な
り
き
め
の
細
か
い
対
応
が
必
要
に
な
る
。

就
労
困
難
な
人
や
若
者
の
能
力
開
発
を
い
か
に
支
援
し
て
い
く
か

今
回
の
企
画
に
当
た
っ
て
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
立
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
の
立
場
か
ら
み
た
必
要
な
人
材
投
資
に
つ
い
て
、

議
論
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
ず
、
筒
井
美
紀
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授
は
、
就
労
支
援
と
い
う
側
面
か
ら
、
こ
の
問
題

を
論
じ
て
い
る
。
人
材
育
成
と
い
う
と
、
ど
う
し
て
も
、
企
業
が
利
益
を
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
、
従
業
員
に
ど
ん
な
能
力
を
身
に
着
け
さ

せ
る
か
と
い
う
点
に
焦
点
が
あ
た
り
が
ち
だ
。
し
か
し
、
社
会
全
体
か
ら
考
え
る
と
、
就
労
を
希
望
し
て
い
る
が
、
就
労
が
困
難
な
状
況

に
あ
る
方
々
に
、
い
か
に
適
切
な
教
育
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
べ
き
か
と
い
う
の
は
、
重
要
な
論
点
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
人
が
働
い

て
社
会
に
貢
献
し
て
承
認
さ
れ
る
「
社
会
的
包
摂
」
の
意
義
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
る
人
の

就
労
は
ど
う
し
て
も
低
賃
金
に
な
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
た
め
生
活
保
障
と
セ
ッ
ト
で
考
え
る
こ
と
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

小
杉
礼
子
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
研
究
顧
問
は
、
若
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
非
正
規
の
若
者
の
多
く

は
、
正
社
員
に
吸
収
さ
れ
雇
用
環
境
は
改
善
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
中
で
も
生
産
性
や
賃
金
水
準
が
低
い
分
野
で
働
く
正
社
員

や
、
キ
ャ
リ
ア
の
展
望
が
持
て
ず
に
意
欲
が
低
下
し
て
い
る
若
者
が
い
る
。
今
、
彼
ら
に
目
を
向
け
る
べ
き
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
若
者
た
ち
に
能
力
開
発
が
必
要
な
の
は
当
然
だ
が
、
そ
れ
に
は
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
支
援
を
伴
う
必
要
が
あ
る
と

い
う
の
は
現
実
を
踏
ま
え
た
重
要
な
指
摘
だ
ろ
う
。
そ
の
際
に
、
雇
用
保
険
を
原
資
に
し
た
支
援
策
だ
と
、
雇
用
保
険
の
加
入
者
だ
け
が

対
象
に
な
っ
て
し
ま
う
。
非
正
規
の
方
々
が
も
っ
と
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
一
般
会
計
か
ら
の
拠
出
も
必
要
だ
と
し
て

「
人
へ
の
投
資
」、

求
め
ら
れ
る
政
策
は

―
年
齢
や
環
境
に
応
じ
た
き
め
の
細
か
い
対
策
を Ｎ

Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構 

理
事
／
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科 

教
授

柳
川
範
之
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KEY
WORDS Ａ

Ｉ
人
材
の
育
成
、
重
点
的
に
対
策
す
べ
き
は

内
山
泰
伸
立
教
大
学
大
学
院
人
工
知
能
科
学
研
究
科
研
究
科
委
員
長
・
教
授
は
、
今
ま
で
の
識
者
と
は
異
な
り
、
Ａ
Ｉ
の
発
展
を
踏
ま

え
て
、
国
内
で
育
成
が
必
要
な
Ａ
Ｉ
人
材
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
Ａ
Ｉ
人
材
を
三
層
の
レ
ベ
ル
に
分
け
て
考
え
た
と
き
に
、
二
層
目
と

三
層
目
で
あ
る
、「
専
門
知
識
層
」
と
「
エ
ン
ト
リ
ー
層
」
に
対
し
て
抜
本
的
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
こ
こ
の
人
材
が
質
・
量
と
も
に
厚

み
が
出
な
い
と
、
Ａ
Ｉ
を
実
社
会
で
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
と
し
て
い
る
。
専
門
知
識
層
の
育
成
に
は
、
大
学
院
レ
ベ
ル
で
の
教

育
が
必
要
に
な
る
が
、
専
門
性
の
高
い
講
座
で
、
あ
る
程
度
の
学
生
数
を
集
め
る
こ
と
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
エ
ン
ト
リ
ー
層

の
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
り
、
企
業
か
ら
専
門
教
育
が
で
き
る
人
材
を
大
学
の
教
員
と
し
て
動
員
で
き
る
よ

う
な
対
策
を
と
れ
ば
、
最
も
早
く
育
成
に
着
手
で
き
る
領
域
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

柳
川
範
之
（
や
な
が
わ
・
の
り
ゆ
き
）�

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
理
事
。
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授
。
博
士
（
経
済
学
）（
東
京
大
学
）。
専
門

は
契
約
理
論
、
金
融
契
約
。
経
済
財
政
諮
問
会
議
議
員
。

い
る
。
さ
ら
に
は
社
会
的
資
源
を
使
っ
て
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
組
み
立
て
る
経
験
を
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
の
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
充
実
を
提
言
し
て
い
る
。

中
高
年
、
高
齢
者
の
よ
り
良
い
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
に
向
け
て

三
輪
卓
己
桃
山
学
院
大
学
経
営
学
部
教
授
は
、
中
高
年
の
学
び
直
し
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
日
本
企
業
は
伝
統
的
に
職
場
で
の
Ｏ
Ｊ

Ｔ
を
重
視
し
た
人
材
育
成
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
今
は
、
組
織
外
で
の
異
質
な
経
験
に
よ
る
学
習
や
、
大
学
院
で
の
専
門
的
な
学
び
、

公
的
資
格
の
取
得
な
ど
を
通
じ
た
理
論
的
な
学
習
等
を
自
律
的
に
行
う
こ
と
が
有
効
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
中
高

年
に
な
っ
て
か
ら
自
律
を
求
め
る
の
で
は
遅
す
ぎ
る
の
で
、
若
者
を
組
織
に
閉
じ
込
め
ず
、
自
律
的
学
習
の
習
慣
を
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を

提
唱
し
て
い
る
。
加
え
て
、
学
び
直
し
の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
学
習
は
生
涯
続
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
労
使
と
も
に
共
通
認
識
と
し

て
持
つ
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
国
や
企
業
が
積
極
的
に
学
び
直
し
に
報
い
る
仕
組
み
を
整
備
す
る
こ
と
も
必
要
だ
と
し
て
い
る
。

藤
原
佳
典
東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
研
究
部
長
は
、
高
齢
者
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
金
銭
だ
け
を
目
的
と
せ
ず
生
き

が
い
を
も
っ
て
働
く
高
齢
者
は
元
気
で
あ
り
、
現
役
世
代
の
仕
事
を
支
え
、
人
に
感
謝
さ
れ
て
生
き
が
い
を
感
じ
、
地
域
社
会
の
役
に
も

立
つ
と
い
う
、「
三
方
良
し
」
の
活
動
が
高
齢
者
に
は
望
ま
し
い
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
生
涯
学
習
と
地
域
活
動
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
高
齢
者
が
学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
、
地
域
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
高
齢
者
の
自
立
支

援
を
担
う
福
祉
領
域
と
働
く
場
で
あ
る
産
業
領
域
と
を
つ
な
げ
ら
れ
る
人
材
の
確
保
が
課
題
で
あ
り
、
高
齢
者
の
社
会
活
動
の
形
態
は
、

個
人
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
で
あ
る
べ
き
と
主
張
し
て
い
る
。

人
材
投
資
、
能
力
開
発
、
き
め
細
や
か
さ
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識　者　に　問　う

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
WORDS

KEY
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人
へ
の
投
資
、

人
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
違
い
は

あ
る
の
か
。

効
果
的
な
政
策
は
何
か
。

インタビュー実施：2022 年 10 月
聞き手：北島あゆみ（NIRA 総研研究コーディネーター・研究員）、関島梢恵（同）

雇用側のニーズにも丁寧な支援、
就労支援は生活保障とセットで

法政大学キャリアデザイン学部 教授筒井美紀

就労支援、雇用側への採用・定着支援、大都市圏調整協会（MCA）
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教育プラットフォームの構築を

立教大学大学院人工知能科学研究科 研究科委員長・教授内山泰伸

専門知識層とエントリー層、専門性の高い講座、教員の増員

行き詰まった若者にキャリア形成支援を
伴うリスキリングの機会を提供する

労働政策研究・研修機構 研究顧問小杉礼子

学習意欲、キャリア形成支援、キャリア教育

学びは生涯続く、
その認識を労使ともに持とう

桃山学院大学経営学部 教授三輪卓己

理論と実務の往復、自律的学習、報いるマネジメント

東京都健康長寿医療センター研究所 研究部長藤原佳典
地域社会・次世代への貢献の視点から、
高齢者世代への投資を見直す

生きがい就労、地域社会への還元、就労的活動
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識
者
に
問
う

人
へ
の
投
資
、
人
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
違
い
は
あ
る
の
か
。
効
果
的
な
政
策
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

雇
用
側
の
ニ
ー
ズ
に
も
丁
寧
な
支
援
、

就
労
支
援
は
生
活
保
障
と
セ
ッ
ト
で

筒
井
美
紀

法
政
大
学

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部

教
授

ブ
ル
崩
壊
後
、
コ
ス
ト
削
減
マ
イ
ン
ド
が
肥
大
化
し
、
人
へ
の
投
資
は
萎
縮
し
た
。
特
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
を
抱
え
た
人
へ
の
就
労
支
援
は
リ
タ
ー
ン
が
見
え
に
く
く
、
置
い
て
き
ぼ
り
に
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
、
失
業
者
・
無
業
者
の
労
働
市
場
へ
の
参
入
は
、
人
が
働
い
て
社
会
に
貢
献
し
て
承
認
さ
れ
る
と

い
う
「
社
会
的
包
摂
」
の
意
義
を
持
つ
。
働
い
て
い
る
人
々
と
の
分
断
を
防
ぐ
と
い
う
意
味
で
も
、
と
て
も

重
要
だ
。
不
利
な
立
場
に
あ
る
人
々
へ
の
支
援
は
「
社
会
に
と
っ
て
の
投
資
」
と
位
置
づ
け
る
べ
き
だ
。

就
労
支
援
な
ど
就
業
が
困
難
な
人
へ
の
投
資
は
、
大
上
段
に
構
え
ず
、
着
実
に
進
め
る
こ
と
だ
。
雇
用
側

と
就
労
希
望
者
が
じ
か
に
接
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
。
特
に
長
く
働
い
て
い
な
か
っ
た
人
は
、
職

業
訓
練
を
終
え
た
後
、
す
ぐ
に
職
場
に
入
れ
る
の
で
は
な
く
、「
お
試
し
体
験
」
を
重
ね
て
就
労
に
つ
な
げ

る
と
良
い
。
ま
た
、
支
援
対
象
を
「
就
労
困
難
な
人
々
を
雇
っ
て
教
育
訓
練
す
る
意
思
が
あ
る
が
、
そ
の
余

裕
が
な
い
」
と
い
う
企
業
に
絞
る
な
ど
、
集
中
的
に
対
策
を
行
う
こ
と
も
肝
要
だ
。
例
え
ば
自
治
体
が
、
企

業
訪
問
や
企
業
が
参
加
す
る
就
労
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
の
場
で
、
ニ
ー
ズ
、
意
欲
が
あ
る
企
業
を
探
し
て

い
く
と
良
い
だ
ろ
う
。
支
援
と
い
う
と
、
就
労
希
望
者
へ
の
支
援
に
偏
り
が
ち
だ
が
、
企
業
な
ど
雇
用
側
の

悩
み
も
丁
寧
に
す
く
い
上
げ
な
が
ら
、
雇
用
や
教
育
訓
練
の
実
施
を
働
き
か
け
て
い
く
視
点
が
大
切
で
あ
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
「
大
都
市
圏
調
整
協
会
」（
Ｍ
Ｃ
Ａ
）
と
い
う
、
自
治
体
、
労
働
組
合
、
社
会
保
険
事

務
所
な
ど
が
連
携
し
、
職
業
復
帰
訓
練
を
調
整
し
て
き
た
組
織
が
あ
る
。
多
様
な
職
場
を
対
象
に
、
訪
問
し

て
現
場
の
「
困
り
ご
と
」
を
見
つ
け
る
。
多
忙
な
経
営
者
の
代
わ
り
に
、
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
そ
の
困
り
ご
と
を
「
新

し
い
仕
事
」
と
し
て
切
り
出
し
、
解
決
す
べ
く
職
務
の
再
設
計
を
行
い
、
そ
の
仕
事
を
新
規
の
雇
用
に
つ
な

げ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
る
。
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
て
雇
用
を
創
出
す
る
の
で
、
就
業
者
も
新

し
い
職
場
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
く
な
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。
日
本
で
は
、
自
治
体
の
就
労
支
援
の
所
管

が
福
祉
部
局
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
産
業
界
と
の
パ
イ
プ
が
細
く
、
雇
用
側
へ
の
働
き
か
け
が
弱
い
こ
と
が

課
題
に
な
っ
て
い
る
。
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
よ
う
な
組
織
と
そ
の
取
り
組
み
は
、
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

雇
用
側
が
ニ
ー
ズ
を
満
た
し
、
就
職
希
望
者
が
就
労
で
き
て
も
、
そ
れ
で
社
会
へ
の
包
摂
が
適
わ
な
け
れ

ば
、「
投
資
」
は
成
功
で
は
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
る
人
々
の
就
労
は
、
低
賃
金
に
な
る
場
合
が

多
く
、
労
働
の
対
価
の
み
で
生
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
は
、
む
し
ろ
不
公
正
で
あ
る
。「
社
会
に
と
っ
て
の

投
資
」
は
、
生
活
保
障
と
セ
ッ
ト
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

� バ

筒井美紀〔2022〕

労働需要側に向けた積極的労働市場政策に関する研究の
欧州における展開
『社会政策』13巻 3号

自
治
体
の
就
労
支
援
を
中
心
に
、
社
会
的
に
不
利
な
人
々
の
就
労
支
援
政
策
や
制
度
、
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
実
践
的
な
調
査
研
究
を

行
う
。
専
門
は
教
育
社
会
学
。
二
〇
〇
二
年
、
東
京
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
単
位
取
得
退
学
。
博
士
（
教
育
学
）。
京
都
女
子
大
学

現
代
社
会
学
部
准
教
授
、
法
政
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
准
教
授
を
経
て
、
二
〇
一
五
年
よ
り
現
職
。
近
著
に
「「
つ
な
が
り
」
を

創
る
学
校
の
機
能

―「
人
的
資
本
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
「
地
域
内
蔵
ア
プ
ロ
ー
チ
」―
」『
社
会
政
策
』
一
二
巻
一
号
、二
〇
二
〇
年
、「
高

卒
就
労
支
援
に
関
す
る
諸
課
題
の
整
理
と
検
討
」『
学
術
の
動
向
』
二
七
号
、
二
〇
二
二
年
な
ど
。

筒
井
美
紀
（
つ
つ
い
・
み
き
）
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識
者
に
問
う

人
へ
の
投
資
、
人
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
違
い
は
あ
る
の
か
。
効
果
的
な
政
策
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

行
き
詰
ま
っ
た
若
者
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
を
伴
う

リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
機
会
を
提
供
す
る

小
杉
礼
子

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

研
究
顧
問

世
紀
初
頭
の
二
〇
〇
〇
年
代
は
、
若
年
層
の
フ
リ
ー
タ
ー
や
非
正
規
の
増
加
が
注
目
さ
れ
た
が
、
そ

の
後
、
非
正
規
の
若
者
の
多
く
は
景
気
の
拡
大
期
に
正
社
員
に
吸
収
さ
れ
、
若
者
を
取
り
巻
く
雇
用

環
境
は
改
善
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
い
ま
目
を
向
け
る
べ
き
は
、
小
売
や
福
祉
な
ど
で
生
産
性
や
賃
金
水

準
が
低
い
分
野
で
働
く
正
社
員
の
グ
ル
ー
プ
だ
。
こ
の
分
野
に
は
転
職
す
る
人
も
参
入
し
が
ち
だ
が
、
移
動

が
多
い
分
、
企
業
は
教
育
投
資
に
消
極
的
な
こ
と
が
多
く
、
若
者
が
自
分
で
考
え
て
能
力
を
つ
け
る
し
か
な

い
職
場
も
少
な
く
な
い
。
も
う
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
生
え
抜
き
の
若
手
正
社
員
の
中
で
増
え
て
い
る
、
仕

事
に
や
り
が
い
が
感
じ
ら
れ
ず
、
社
内
に
キ
ャ
リ
ア
モ
デ
ル
が
見
え
な
い
人
た
ち
だ
。
転
職
し
な
が
ら
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
し
て
い
る
元
同
僚
を
横
目
に
、
取
り
残
さ
れ
た
気
持
ち
を
持
つ
。
今
の
仕
事
が
自
分
に
合
っ
て

い
る
の
か
と
迷
い
、
キ
ャ
リ
ア
の
展
望
が
持
て
な
い
で
い
る
。
意
欲
低
下
は
企
業
に
と
っ
て
も
、
大
問
題
だ
。

若
者
た
ち
に
能
力
開
発
が
必
要
な
の
は
当
然
だ
が
、
能
力
の
獲
得
は
学
習
者
の
意
欲
な
し
に
は
進
ま
な
い
。

個
々
の
キ
ャ
リ
ア
に
学
習
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
重
要
で
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
支
援
を

伴
う
必
要
が
あ
る
。
特
に
後
者
で
は
こ
れ
が
重
要
だ
。
求
職
者
は
無
料
で
「
公
共
職
業
訓
練
」
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
短
期
で
の
習
得
を
前
提
と
し
た
コ
ー
ス
が
多
く
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
（
＝
職
種
転
換
に
つ
な

が
る
能
力
開
発
）
に
は
届
き
に
く
い
。
他
方
、
専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
制
度
は
、
専
門
職
大
学
・
大
学
院
、

専
門
学
校
な
ど
に
通
う
費
用
（
最
大
七
割
）
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
生
活
費
の
一
部
が
補
助
さ
れ
、
訓
練
期

間
も
長
い
。
受
講
に
あ
た
っ
て
は
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
、
雇

用
保
険
の
加
入
者
が
対
象
で
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
非
正
規
な
ど
で
加
入
し
て
い
な
い
人
は
活
用
で
き
な
い
。
雇

用
保
険
が
財
源
だ
か
ら
で
、
多
く
の
人
が
受
講
で
き
る
よ
う
一
般
会
計
か
ら
の
拠
出
も
求
め
た
い
。

若
者
の
離
職
後
の
行
動
を
分
析
す
る
と
、
大
卒
者
に
比
べ
て
高
卒
の
若
者
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
滞
る
状
況

が
際
立
っ
た
。
就
職
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
偏
り
、
相
談
相
手
も
限
ら
れ
た
状
況
に
い
る
。
こ
う
し
た
若
者

を
早
い
段
階
で
相
談
支
援
に
つ
な
げ
、
キ
ャ
リ
ア
展
望
の
あ
る
職
業
訓
練
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
比
較
的
活
用
さ
れ
て
い
る
が
、
厚
生
労
働
省
の
職
業
情
報
提
供
サ
イ
ト
（job�tag

）
は
ま

だ
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。
学
校
教
育
の
段
階
か
ら
、
公
的
に
提
供
さ
れ
る
社
会
的
資
源
を
使

っ
て
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
組
み
立
て
る
こ
と
を
体
験
で
き
る
と
良
い
。
そ
の
意
味
で
、
高
校
の
「
キ
ャ
リ
ア

教
育
」
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
要
だ
。

�専
門
は
教
育
社
会
学
、
進
路
指
導
論
。
学
校
か
ら
職
業
へ
の
移
行
や
、
若
年
者
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
職
業
能
力
開
発
を
テ
ー
マ
と
し
た
研

究
を
行
う
。
特
に
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
と
い
っ
た
若
年
就
業
を
巡
る
社
会
問
題
に
つ
い
て
提
起
し
て
き
た
。
東
京
大
学
文
学
部
社
会

学
科
卒
業
後
、
雇
用
促
進
事
業
団
職
業
研
究
所
（
現
・
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
）
に
入
所
。
博
士
（
教
育
学
、
名
古
屋
大
学
）。
著

書
に
『
若
者
と
初
期
キ
ャ
リ
ア
「
非
典
型
」
か
ら
の
出
発
の
た
め
に
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）、
共
編
著
に
『
高
校
・
大
学
の
未
就

職
者
へ
の
支
援
』（
勁
草
書
房
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
。

小
杉
礼
子
（
こ
す
ぎ
・
れ
い
こ
）

堀・岩脇・小杉・久保・小黒・柳／労働政策研究・研修機構（編著）
日本社会の変容と若者のキャリア形成

労働政策研究・研修機構
＊2022年 12月刊行予定

今

13 12No. 63—2022年 12月わたしの構想



識
者
に
問
う

人
へ
の
投
資
、
人
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
違
い
は
あ
る
の
か
。
効
果
的
な
政
策
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

学
び
は
生
涯
続
く
、

そ
の
認
識
を
労
使
と
も
に
持
と
う

三
輪
卓
己

桃
山
学
院
大
学
経
営
学
部

教
授

れ
か
ら
の
「
人
へ
の
投
資
」
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
①
人
材
育
成
の
方
法
を
根
本
的
に
見
直
す
、

②
学
び
直
し
を
活
性
化
さ
せ
る
、
の
二
点
が
重
要
と
な
る
。
ま
ず
、
人
材
育
成
の
見
直
し
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
日
本
企
業
が
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
重
視
し
、
現
場
の
経
験
を
積
む
こ
と
に
よ
る
人
材
育
成
を
最
良
の

も
の
と
考
え
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
筆
者
は
以
前
、
中
国
の
人
か
ら
「
日
本
企
業
は
全
然
人
材
育
成
を
し

な
い
か
ら
、
す
ぐ
に
優
秀
な
人
が
辞
め
て
し
ま
う
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
日
本
人
の
管
理
者
は
現
地

ス
タ
ッ
フ
を
丁
寧
に
育
て
て
い
る
つ
も
り
な
の
だ
が
、
高
度
な
専
門
性
や
体
系
的
な
知
識
を
軽
視
す
る
教
育

は
、
外
国
人
か
ら
評
価
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

実
際
に
私
の
研
究
で
は
、
中
高
年
に
な
っ
て
か
ら
も
知
識
労
働
で
活
躍
し
て
い
る
人
は
、
職
場
で
の
経
験

学
習
だ
け
で
な
く
、
組
織
外
で
の
異
質
な
経
験
に
よ
る
学
習
や
、
大
学
院
、
公
的
資
格
の
取
得
等
に
お
け
る

理
論
的
な
学
習
を
仕
事
に
生
か
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
の
中
と
外
、
理
論
と

実
務
を
往
復
し
て
の
自
律
的
な
学
習
は
、
創
造
的
な
人
材
の
育
成
や
、
後
に
見
る
学
び
直
し
の
有
効
な
モ
デ

ル
で
あ
り
、
も
っ
と
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
多
く
の
企
業
が
中
高
年
に
自
律
を
求
め

こて
い
る
が
、
中
高
年
に
な
っ
て
か
ら
「
自
律
し
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う
の
で
は
遅
す
ぎ
る
。
若
者
を
組
織
に

閉
じ
込
め
ず
、
こ
う
し
た
自
律
的
学
習
の
習
慣
を
つ
け
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

人
材
育
成
の
方
法
の
見
直
し
に
加
え
て
重
要
な
の
が
、
学
び
直
し
の
活
性
化
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
、
学
習
は
生
涯
続
く
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
労
使
と
も
に
共
通
認
識
と
し
て
持
つ
必
要
が
あ
る
。
そ

の
上
で
、
自
律
的
な
学
び
や
挑
戦
に
積
極
的
に
報
い
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
社
会
の
仕
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

例
え
ば
、
高
卒
の
人
が
働
き
な
が
ら
大
学
を
卒
業
し
た
ら
大
卒
の
職
務
と
処
遇
が
得
ら
れ
る
、
子
育
て
が
一

段
落
し
た
人
が
何
か
の
資
格
を
取
得
し
た
ら
正
社
員
雇
用
の
道
が
開
け
る
、
中
高
年
が
新
し
い
ス
キ
ル
を
開

発
し
た
ら
そ
れ
に
適
し
た
職
務
と
処
遇
が
得
ら
れ
る
等
で
あ
る
。
新
卒
採
用
時
の
学
歴
に
縛
ら
れ
る
雇
用
や
、

女
性
や
中
高
年
を
活
用
し
な
い
雇
用
、
六
〇
歳
前
後
で
賃
金
を
一
律
に
引
き
下
げ
る
よ
う
な
雇
用
で
は
、
働

く
人
が
自
ら
に
投
資
す
る
こ
と
は
な
い
し
、
自
律
的
に
働
く
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
。
国
は
、
企
業
の
雇
用
や

人
材
育
成
の
改
革
を
評
価
し
て
表
彰
し
た
り
、
積
極
的
な
学
び
直
し
に
補
助
金
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
も
可

能
だ
ろ
う
。
キ
ャ
リ
ア
が
長
期
化
す
る
中
で
、
学
び
直
し
は
全
て
の
働
く
人
に
お
い
て
重
要
な
テ
ー
マ
と
な

る
。
そ
の
学
び
直
し
（
投
資
）
が
リ
タ
ー
ン
を
期
待
で
き
る
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�専
門
は
人
的
資
源
管
理
、
組
織
行
動
。
知
識
社
会
の
キ
ャ
リ
ア
と
人
的
資
源
管
理
を
主
テ
ー
マ
に
、
ミ
ド
ル
・
シ
ニ
ア
期
の
自
律
的
な
キ

ャ
リ
ア
発
達
の
研
究
を
実
施
。
神
戸
大
学
大
学
院
経
営
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了
。
㈱
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
チ
ー
フ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
京
都
産
業
大
学
経
営
学
部
教
授
を
経
て
、
二
〇
二
一
年
よ
り
現
職
。
日
本
労
務
学
会
機
関
誌
編
集
委
員
長
、

広
報
委
員
長
等
を
務
め
る
。『
知
識
労
働
者
の
人
的
資
源
管
理
』（
中
央
経
済
社
、
二
〇
一
五
年
）
な
ど
、
著
書
多
数
。

三
輪
卓
己
（
み
わ
・
た
く
み
）

三輪卓己〔2021〕

ミドル &シニアのキャリア発達
知識労働者にみる転機と変化

中央経済社
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識
者
に
問
う

人
へ
の
投
資
、
人
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
違
い
は
あ
る
の
か
。
効
果
的
な
政
策
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

地
域
社
会
・
次
世
代
へ
の
貢
献
の
視
点
か
ら
、

高
齢
者
世
代
へ
の
投
資
を
見
直
す

藤
原
佳
典

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

研
究
所

研
究
部
長

労
す
る
高
齢
者
の
中
で
、
収
入
だ
け
を
目
的
に
就
労
す
る
高
齢
者
は
、
健
康
を
害
し
や
す
い
こ
と
が

分
か
っ
た
。
他
方
、
金
銭
だ
け
を
目
的
と
せ
ず
、「
生
き
が
い
」
を
持
っ
て
働
く
高
齢
者
は
元
気
で

あ
る
。
こ
れ
は
私
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
就
労
者
を
対
象
に
行
っ
た
二
年
間
の
追
跡
調

査
の
結
果
だ
。
生
き
が
い
と
は
、
社
会
と
つ
な
が
り
、
誰
か
か
ら
感
謝
さ
れ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
場
合
が
多

い
。
居
住
す
る
地
域
で
現
役
世
代
の
仕
事
を
支
え
、
人
に
感
謝
さ
れ
て
生
き
が
い
を
感
じ
、
地
域
社
会
の
役

に
も
立
つ

―
そ
う
し
た
「
三
方
良
し
」
の
活
動
が
高
齢
期
の
就
労
に
は
望
ま
し
い
。

社
会
活
動
の
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
生
涯
学
習
が
多
く
の
自
治
体
で
行
わ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
学
ぶ
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
も
の
が
多
く
、
地
域
で
の
活
動
に
つ
な
が
ら
な
い
ば
か
り

か
、
か
え
っ
て
地
域
へ
の
要
望
・
苦
情
が
強
ま
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
高
齢
者
の
学
び
は
効
果
が
疑
問
視
さ
れ
、

自
治
体
で
予
算
が
減
ら
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
生
涯
学
習
と
地
域
活
動
を
つ
な
ぐ
よ
う
に
設
計
す
る
こ
と

で
、
高
齢
者
が
学
ん
だ
知
識
を
生
か
し
、
地
域
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
先
進
的
な
事
例
も
出
て
き
て

お
り
、
東
京
の
あ
る
自
治
体
の
生
涯
学
習
大
学
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
に
地
域
で
の
実
習
が
組
ま
れ
、
す

就で
に
地
域
活
動
を
し
て
い
る
先
輩
が
リ
ク
ル
ー
ト
に
来
る
な
ど
地
域
へ
の
導
線
が
で
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
企
業
な
ど
で
働
い
て
き
た
高
齢
者
自
身
が
、
学
び
を
入
り
口
に
地
域
社
会
へ
ソ
フ
ト
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
べ
き
だ
。
学
び
を
通
じ
て
、
有
償
無
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
よ
り
も
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
仕
事
を
担
う
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、
正
規
の
就
労
の
よ
う
に
雇
用
契
約
に
縛

ら
れ
ず
、
高
齢
者
が
地
域
で
役
割
と
尊
厳
を
持
っ
て
暮
ら
し
続
け
る
社
会
参
加
促
進
の
施
策
と
し
て
、
厚
生

労
働
省
が
推
進
す
る
「
就
労
的
活
動
」
も
、
高
齢
者
の
潜
在
的
な
可
能
性
を
引
き
出
す
。
普
及
に
向
け
た
課

題
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
・
自
立
支
援
を
担
う
福
祉
領
域
と
、
働
く
場
で
あ
る
産
業
領
域
と
を
つ
な
げ
ら

れ
る
人
材
の
確
保
だ
。
地
域
で
仕
事
を
見
つ
け
て
高
齢
者
に
紹
介
す
る
「
就
労
的
活
動
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
が
、
高
齢
者
が
自
分
の
能
力
や
状
況
に
応
じ
た
仕
事
と
出
会
う
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
だ
ろ
う
。

高
齢
者
の
社
会
貢
献
活
動
の
形
態
は
、
就
労
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
、
個
人
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に

あ
る
べ
き
だ
。
高
齢
者
へ
の
投
資
で
重
要
な
の
は
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
と
な
る
社
会
活
動
、
地
域
活
動
と

出
会
え
る
よ
う
に
、敷
居
を
低
く
し
、裾
野
を
広
げ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
手
段
の
中
核
と
し
て
「
高

齢
者
の
学
び
」
を
据
え
る
べ
き
だ
。

�世
代
間
交
流
や
多
世
代
共
生
の
地
域
づ
く
り
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
視
点
か
ら
、
高
齢
者
の
認
知
症
予
防
と
フ
レ
イ
ル
予
防
の

研
究
を
行
う
。
専
門
は
公
衆
衛
生
学
、
老
年
医
学
、
老
年
社
会
学
。
北
海
道
大
学
医
学
部
卒
、
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
修
了
（
医

師
・
医
学
博
士
）。
同
大
学
病
院
老
年
科
な
ど
を
経
て
二
〇
一
一
年
よ
り
現
職
。
東
京
都
介
護
予
防
フ
レ
イ
ル
予
防
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー

長
併
任
。
日
本
世
代
間
交
流
学
会
副
会
長
ほ
か
、
多
数
の
委
員
を
歴
任
。
共
編
著
に
『
就
労
支
援
で
高
齢
者
の
社
会
的
孤
立
を
防
ぐ

：

社

会
参
加
の
促
進
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
）
な
ど
。

藤
原
佳
典
（
ふ
じ
わ
ら
・
よ
し
の
り
）

藤原佳典・小池高史（編著）〔2016〕

何歳まで働くべきか?
高齢期の就業と健康
社会保険出版社
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識
者
に
問
う

人
へ
の
投
資
、
人
に
よ
る
ニ
ー
ズ
の
違
い
は
あ
る
の
か
。
効
果
的
な
政
策
は
何
か
。

E X P E R T  O P I N I O N SR E C O M M E N D E D

識 者 が 読 者 に 推 薦 す る １ 冊

厚
み
の
あ
る
Ａ
Ｉ
人
材
を
育
成
す
る

教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を

内
山
泰
伸

立
教
大
学
大
学
院

人
工
知
能
科
学
研
究
科

研
究
科
委
員
長
・
教
授

内
で
育
成
が
必
要
な
Ａ
Ｉ
人
材
は
三
層
の
レ
ベ
ル
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
研
究
で
先
端
を
切
り
開

く
「
高
度
人
材
層
」。
次
い
で
、
専
門
知
識
を
十
分
に
持
つ
「
専
門
知
識
層
」。
実
社
会
で
プ
ロ
ダ
ク

ト
へ
の
活
用
を
担
う
の
は
、
こ
の
層
だ
。
そ
し
て
「
エ
ン
ト
リ
ー
層
」。
育
成
の
課
題
は
、
三
層
で
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
。
高
度
人
材
層
は
絶
対
数
が
少
な
い
の
が
課
題
だ
が
、
個
々
人
の
能
力
は
米
国
等
と
比
較
し
て
も

遜
色
が
な
い
。
よ
り
深
刻
で
抜
本
的
に
対
策
が
必
要
な
の
は
、
専
門
知
識
層
と
エ
ン
ト
リ
ー
層
だ
。
こ
こ
の

人
材
が
質
・
量
と
も
に
厚
み
が
出
な
い
と
、
Ａ
Ｉ
を
実
社
会
で
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。

専
門
知
識
層
の
育
成
に
は
、
大
学
院
レ
ベ
ル
の
教
育
が
必
要
と
な
る
。
最
先
端
の
知
見
を
持
つ
人
材
を
講

師
に
呼
ぶ
に
は
、
一
ク
ラ
ス
で
三
〇
人
程
度
の
規
模
が
求
め
ら
れ
る
が
、
専
門
性
の
高
い
講
座
で
そ
れ
だ
け

の
学
生
数
を
集
め
ら
れ
る
大
学
は
少
な
い
。
複
数
の
大
学
を
連
携
さ
せ
て
学
生
数
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
、

政
府
は
大
学
間
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築
の
支
援
を
し
て
い
る
が
、
日
本
の
大
学
は
、
教
員
が
個
々
に
独
立

し
、「
研
究
室
と
い
う
自
分
の
城
」
を
築
い
て
い
る
。
組
織
レ
ベ
ル
で
他
の
大
学
と
連
携
し
よ
う
と
し
て
も
、

マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
が
変
化
し
な
い
限
り
、
う
ま
く
い
か
な
い
。
米
国
の
大
学
の
学
部
長
の
よ
う
に
大
き
な
権

限
を
持
ち
、
研
究
者
の
待
遇
を
決
定
で
き
る
人
が
い
る
組
織
体
系
な
ら
競
争
力
の
あ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

作
れ
る
だ
ろ
う
が
、
日
本
で
は
、
一
か
ら
大
学
を
作
る
ほ
う
が
早
い
だ
ろ
う
。

エ
ン
ト
リ
ー
層
は
、
専
門
的
な
知
識
・
ス
キ
ル
は
な
く
と
も
、
説
明
さ
れ
れ
ば
ど
う
い
う
技
術
か
分
か
る

レ
ベ
ル
。
い
わ
ば
初
心
者
だ
が
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
人
材
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
は
、
実
社
会
で
Ａ
Ｉ
活
用
を
ビ

ジ
ネ
ス
に
し
て
い
る
実
務
家
た
ち
だ
。
い
ま
は
技
術
を
理
解
し
て
判
断
で
き
る
人
材
が
意
思
決
定
の
場
に
い

な
い
た
め
、
実
証
段
階
で
の
失
敗
が
多
く
な
り
、
技
術
の
利
活
用
が
本
格
化
し
な
い
原
因
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
エ
ン
ト
リ
ー
層
は
対
象
者
が
多
い
の
で
、
大
学
教
員
だ
け
で
育
成
し
て
い
て
は
間
に
合
わ
な
い
。
し
か

し
、
教
育
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
作
り
、
企
業
か
ら
専
門
教
育
が
で
き
る
人
材
を
「
副
業
」
で
大
学
の
教
員

に
動
員
で
き
る
よ
う
な
対
策
を
取
れ
ば
、
三
層
の
中
で
最
も
早
く
育
成
に
着
手
で
き
る
領
域
だ
ろ
う
。

教
育
や
研
究
へ
の
投
資
を
花
開
か
せ
る
に
は
、
二
〇
～
三
〇
年
先
を
見
据
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
補
助
金
の

獲
得
に
合
わ
せ
て
、
教
育
の
模
様
替
え
を
数
年
ご
と
に
繰
り
返
す
よ
う
な
近
視
眼
的
な
運
営
で
は
、
創
造
性

に
富
む
人
材
の
育
成
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
研
究
は
、
当
初
は
邪
道
で
肩
身
の
狭
い
思
い
を
し
て
ス
タ
ー
ト

し
、
そ
れ
が
花
開
く
。
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
開
拓
し
た
人
が
後
の
時
代
で
評
価
さ
れ
る
文
化
が
切
実
に
求
め
ら

れ
る
。

�応
用
人
工
知
能
と
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
天
文
学
の
両
方
を
研
究
の
専
門
分
野
に
持
つ
。
Ａ
Ｉ
技
術
の
社
会
実
装
を
推
進
。
二
〇
二
〇
年
立
教

大
学
大
学
院
に
て
、
国
内
初
の
Ａ
Ｉ
に
特
化
し
た
人
工
知
能
科
学
研
究
科
の
設
立
を
け
ん
引
し
、
委
員
長
に
就
任
。
Ａ
Ｉ
と
Ｖ
Ｒ
の
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
㈱
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ズ
の
代
表
取
締
役
も
務
め
る
。
東
京
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
博
士
（
理
学
）
取
得
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
、
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
、
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｃ
国
立
加
速
器
研
究
所
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
フ
ェ
ロ
ー
等
を
経
て
、
二
〇
一
六
年
立
教
大
学
理
学
部
物
理
学
科
教

授
（
現
職
）。
日
本
天
文
学
会
第
二
一
回
研
究
奨
励
賞
、
第
五
回
宇
宙
科
学
奨
励
賞
受
賞
。

内
山
泰
伸
（
う
ち
や
ま
・
や
す
の
ぶ
）

山口栄一〔2016〕

イノベーションはなぜ途絶えたか
科学立国日本の危機

筑摩書房

国
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データで 見る 「人への投資」を
各人の課題の違いに着目した

高齢期の就労動機と生活機能の悪化リスク

25–34 60–6455–5945–5435–44

「生きがい＋お金目的」で働く人「生きがいが目的」で働く人 「お金のみが目的」で働く人

38.9

46.3
50.5

44.3

46.4

40.4

44.6

33.9

46.6

30.9
29.6

23.1

27.5

22.9

25.1

15.9

15.2

22.4

11.3
14.5

教育訓練給付の種類と受給者数の推移

スウェーデン大都市圏調整協会（MCA）の Complementary Working Life プログラム

注）� 特定一般教育訓練給付は、介護職員初任者研修や大型自動車免許の取得のための講座などを対象に、2019 年 10 月より支給開始。
専門実践教育訓練給付は、介護福祉士や看護師の資格取得のための講座などを対象に、教育訓練支援給付とともに 2015 年 4 月よ
り支給開始。2015～2017 年は教育訓練支援給付の受給者数が不詳。

出所）� 厚生労働省雇用保険事業統計より NIRA 作成。

注）� MCA�（Metropolitan�Coordination�Association）は、スウェーデン西部の、自治体・労組代表者・公共雇用事務所・社会保険事
務所の連合体。地域の職業復帰訓練の調整業務を実施している。

出所）� 筒井美紀（2022）「労働需要側に向けた積極的労働市場政策に関する研究の欧州における展開」『社会政策』13 巻 3 号より NIRA
作成。

注）� 東京都大田区在住の 65 歳以上の就業者を対象とした 2 年間の追跡調査。985 サンプルを用いて、ロジスティック回帰分析を行っ
た結果。生活機能とは、後期高齢者の自立した生活のための基本的な機能（「老研式活動能力指標」による）。縦軸はオッズ比で、「生
きがいが目的で働く人」と比べて、生活機能の悪化リスクが高いかどうかをあらわす。1 より大きい「お金のみが目的で働く人」は、

「生きがいが目的で働く人」と比べて生活機能が悪化しやすい。有意水準 1% で有意。性、年齢、教育年数、婚姻状況、同居状況、
雇用形態、世帯所得、既往症（高血圧、糖尿病、脳卒中）、従属変数の初期値を調整。

出所）� Nemoto,�Y.,�Takahashi,�T.,�Nonaka,�K.,�Hasebe,�M.,�Koike,�T.,�Minami,�U.,�Murayama,�H.,�Matsunaga,�H.,�Kobayashi,�E.,�
&�Fujiwara,�Y.�（2020）.� “Working� for�only� financial� reasons�attenuates� the�health�effects�of�working�beyond�
retirement�age:�A�2-year� longitudinal�study”.�Geriatrics & Gerontology International,�20（8）,�745–751.�https://doi.
org/10.1111/ggi.13941

注）� 2019 年 11 月～ 12 月実施のアンケート調査（「職業と生活に関する調査」）の、正社員サンプル（n=2,655）の分析結果。「仕事
にかかわる自己啓発」とは、会社や職場の指示によらない、自発的な教育訓練を指す。

出所）� 池田心豪・田上皓大・勇上和史・竹ノ下弘久・酒井計史・大石亜希子・大風薫・高見具広（2022）『変わる雇用社会とその活力
―産業構造と人口構造に対応した働き方の課題―』労働政策研究報告書�No.�221、労働政策研究・研修機構より NIRA 作成。

正社員の自己啓発の実施状況
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